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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｆ   9/22     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  19/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   3/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｂ０１Ｄ   19/00     １０２　
   Ｂ０１Ｆ    3/08     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月3日(2020.1.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　公転軸線を中心に回転可能な公転体と、
　該公転体に保持されて、自転軸線を中心に回転可能であり、材料を収納した収納容器を
保持可能な容器ホルダと、
　前記公転軸線を中心に、前記公転体と独立して回転可能な中心軸と、
　前記公転体に回転力を付与すると共に、前記公転体と前記中心軸との回転速度差に基づ
き、前記容器ホルダの回転速度を定める駆動部と、
　前記公転体と前記中心軸との間で回転力を伝達可能な伝達機構と、
　を備え、
　前記伝達機構は、
　回転軸線を中心に回転可能な副軸と、
　前記公転体と前記副軸との間で回転力を伝達可能な伝達部と、
　前記回転軸線を中心に、前記副軸と独立して回転可能であり、前記中心軸との間で回転
力を伝達可能な被選択部と、
　前記副軸と共に回転可能であり、前記被選択部を選択して前記副軸と供回りさせること
で、前記副軸と前記中心軸との間での回転力の伝達を可能とする選択部と、
　を含む遠心処理装置。
【請求項２】
　前記被選択部は複数備えられ、
　前記選択部は、前記被選択部の何れかを選択することで、前記公転体に対する前記中心
軸の回転比を変更する、請求項１に記載の遠心処理装置。
【請求項３】
　前記伝達機構は、更に、
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　前記公転体から前記中心軸への回転力の伝達にかわり、前記中心軸を拘束する拘束部を
備える、請求項１又は２に記載の遠心処理装置。
【請求項４】
　公転軸線を中心に回転可能な公転体と、該公転体に保持されて、自転軸線を中心に回転
可能であり、材料を収納した収納容器を保持可能な容器ホルダと、前記公転軸線を中心に
、前記公転体と独立して回転可能な中心軸と、前記公転体に回転力を付与すると共に、前
記公転体と前記中心軸との回転速度差に基づき、前記容器ホルダの回転速度を定める駆動
部とを備える遠心処理装置に適用される伝達機構であって、
　回転軸線を中心に回転可能な副軸と、
　前記公転体と前記副軸との間で回転力を伝達可能な伝達部と、
　前記回転軸線を中心に、前記副軸と独立して回転可能であり、前記中心軸との間で回転
力を伝達可能な被選択部と、
　前記副軸と共に回転可能であり、前記被選択部を選択して前記副軸と供回りさせること
で、前記副軸と前記中心軸との間での回転力の伝達を可能とする選択部と、
　を含み、
　前記公転体と前記中心軸との間での回転力の伝達を可能とする伝達機構。
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